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【特集論文】 
 
体育科教育特論 
―体育科における人間形成論― 
 
岡出 美則（日本体育大学） 
 
 体育の授業で制度的に形成しようとする人間像は，学校教育とスポーツという二つのシ
ステムの間で揺れ動くことになる。本稿では，この揺れが派生するメカニズムを，教育目
標の制度化という考え方に基づき検討していく。その際，我が国の第二次大戦後の学習指
導要領にみる目標の記述並びに 1990 年代以降の体育の危機をめぐる国際的な論議を踏ま
えてその変遷の過程を明らかにしていく。その結果，体育の授業で制度的に形成しようと
する人間像は、学校教育が求める人間像と学校外で展開されるスポーツで求められる人間
像が双方向的に影響し合い形成されていくことが示唆された。 
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Theory on Human Image in Physical Education 
 
Yoshinori OKADE (Nippon Sport Science University) 
 
    Human Image in institutionalized Physical Education swing between Education in school and 
Sport outside of school. In this Study, mechanism of such swing phenomena will be discussed based 
on institutionalization of educational goals. For achieving this objective, the swinging process 
between these two poles will be discussed in using the Changing process of description in the 
Course of Study after the World War Ⅱ and the discussion on the International Crisis of Physical 
Education. As the result, it suggests that the Human Image in institutionalized Physical Education 
will be constructed through the interaction between Human Image required in School Education 
and that of required in Sport outside of School.  
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1. 体育の目標に関するディスコースの生産シス
テム 
 体育という教科ではどのような人間を育成しよ
うとするのか。この問いに対する制度的な回答は，
学習指導要領上，体育に関して掲げられてきた目
標を確認することを通して得ることができる。し
かし，その目標は，誰がどのような手続きにより
生み出したのかという問いに対する回答は，学習
指導要領等の記述を確認しても得ることはできな
い。この過程を理解する手がかりが，図 1である。 
 
 
図 1 体育をめぐるディスコースが社会的に構
成されていくメカニズム（岡出，2017，p.39） 
 
 図 1は，学習指導要領のような制度化された文
書の中の体育の目標に関する記述が，体育の授業
以外で実施されているスポーツ実践やスポーツ科
学（第一次領域）と体育の授業実践（第二次領域）
を仲介する組織（カリキュラム作成者や学会）（再
文脈化領域）により作成されること，しかし，こ
の再文脈化領域における文書は，第一次領域や第
二次領域からの情報の取捨選択に基づいているこ
と，そこには常に一定のフィフターがかけられる
ことを示している。同時に，再文脈化領域を経ず
に第一次領域と第二次領域の間にも情報が直接流
れ続けていることを示している。さらに，それら
の間にも，情報の取捨選択を引き起こすフィルタ
ーが存在していることを示している。 
 このことは，再文脈化領域で示される体育の目
標は，スポーツ関係者が実践の場で志向している
人間像を一方的に受容するものではないこと，ま
た，体育の授業実践で志向されている人間像を一
方的に受け入れるものではないことを示している。
むしろそれは，第一次領域と第二次領域で生み出
される多様な人間像が，再文脈化領域で批判的に
吟味され，制度化された文書として示されている
ことを示している。 
 以上を踏まえ以下では，体育の目標論理解のた
めの概念装置を確認した上で，我が国の第二次大
戦後の学習指導要領における目標の記述並びに
1990 年代以降の体育の危機をめぐる国際的な論
議の検討を通して，体育の授業で期待する人間像
が制度化された文書として確定されていく過程を
明らかにしたい。 
 
2. 体育の目標論理解のための概念装置  
 個人レベルでみれば，実際には多様な体育の目
標観が併存している。この併存状況は，地域や年
齢等，個人のレベルでもみられる現象である。ま
た，個人の中でも実際には複数の体育の目標観が
併存している。エニスは，この多様な体育の目標
観を 1)科学志向，2)自己実現，3)エコロジカルな
統合，4)学習過程並びに 5)社会的再生産の 5つに
整理されている（ Ennis, 1996, pp.131-133; 
Jewett, 1995, pp.43-61）。 
また，体育の目標観を整理する概念装置として
英語圏で用いられる基本的枠組として用いられる
のは，アーノルド（Arnold）の提案である。彼は，
科学的知識の習得を意図する「運動に関しての教
育(Education about Movement)」，一般的な教育
目標の達成を意図した「運動を通しての教育
(Education through Movement)」，運動の内在的
価値を前提とした「中の教育 (Education in 
Movement)」を区別し，それらが相互依存的な関
係に置かれていることを指摘した（Arnold, 1979, 
p.176）。なお，彼はあげていないが，通常は。こ
れらにモノとしての「身体の教育」という概念が
存在する。 
これら 4者の内，「身体の教育」や「通して
の教育」は，教科固有の内容の基板という点から
みて，学校教育内で教科として安定的な位置付け
を確保する上で弱点を抱えていた。そのためこの
状況を変えていくことを意図する人々は，教科と
して指導するに値する内容の存在を知識や技能，
さらには内在的価値に求める点で，その問題を解
消することを意図した。「関しての教育」や「中
の教育」という概念は，このような試みの産物と
いえる。 
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 他方で，「中の教育」の理解には，日本での理
解とアーノルドのそれとの間には大きな隔たりが
みられる。彼の提案した「中の教育」の例示は，
運動をすることから期待し得る成果が記されてい
る（Arnold, 1979, p.180)。そして，そこで記され
ている成果は，むしろ「通しての教育」ではない
かという印象を与える。しかし，この趣旨は，運
動の内在的価値を強調し，運動それ自体が学びに
値する内容であることを指摘することであった。
これに対し我が国の「中の教育」で提案された内
在的価値は，「スポーツの楽しさ」に集約されて
いた。 
  
3. 日本の学習指導要領にみる体育の目標観の変
遷に関する一般的理解 
 学習指導要領上の体育の目標に関する記述の変
化の理由については，複数の指摘がみられる。例
えば中村（1989，p.58）は，体育の目標論が 1)個
人主義的実用教育から 2)政治教育，3)文化的教養
教育の 3つの価値観に方向付けられてきたことや
将来的には子どもを文化的創造の世界に生き生き
と参入させることを第一の目的にすべきであると
指摘されていたことを紹介している。また，体育
に関しては健康教育としての実用目的と国家主義
的軍事的目的とをあわせもたされてきた反省を踏
まえ，それを運動文化あるいは身体文化への教育
として自己目的的なものと考えようとする主張が
生み出されていることも紹介している。1969年の
ことである。 
これに対し，我が国では，一般的には体育の授
業の目標が「身体の教育」から「身体活動を通し
ての教育」へ，そして「運動の中の教育」へと発
展してきたと言われてきた。この指摘は，体育
の授業の目標が，新規の概念が提案されること
で，それ以前の概念が否定される，あるいはそ
こで得られていた財産が葬られるリスクを抱え
ている。また，実際に学習指導要領のような制
度化された文書には，この違いが明確に示され
ているのかという疑問も残る。この点を確認す
る資料が，表 1 である。 
 「身体の教育」は第二大戦前の体育を指し，「身
体活動を通しての教育」は 1953（昭和 28）年か
ら 1968（昭和 43）年のそれまでを指す。また，
1977（昭和 52）年の学習指導要領以降の記述が
「運動の中の教育」ということになる。 
しかし，この「中の教育」という考え方の目標
への反映のされ方は，それほど明瞭ではない。生
涯にわたりスポーツを営む資質，能力の形成とい
う観点からスポーツの楽しさを経験させることを
重視するという立場を「中の教育」とした場合，
それを反映した記述は，「運動に親しむ」という
記述になる。しかし，この類語は，第二次大戦以
降，常に目標の中に記載され続けてきた。 
 これに対し，1953（昭和 28）年の第二の目標で
民主的な人間関係の育成が明記されていることは，
「通しての教育」の典型的な記述といえる。しか
し，1968（昭和 43）年以降 2008（平成 20）年の
学習指導要領の体育の目標として明示されてきた
のは，「（明るい）生活を営む態度」の育成であ
った。それは，結果的に「通しての教育」を志向
したことでなかったのかという疑問を生み出すこ
とになる。 
我が国の学習指導要領の体育の目標記述は，基
本的には，「通しての教育」を維持してきたのであ
り，通して達成しようとする目標がむしろ，問わ
れるべきであった。 
 
4. 我が国におけるスポーツ教育の提案 
しかし，我が国で提案されてきた体育の目標は，
単に学習指導要領に記されたそれに留まるもので
はない。実際には，学会等において多様な体育の
目標論や期待する成果が提案されてきた。 
例えば，制度的には「通しての教育」が提案さ
れた 1950年代であっても，正木（1958）が 1)運
動技術の認識，2)運動や行動のルールの認識，3)
からだの事実や法則の認識，4)からだづくりの認
識，5)生命尊重に対する認識，6)集団（国民）の健
康に対する認識，7)仲間との人間関係の認識，8)
生活の認識を提案していたように，「関する教育」
に対応した提案がみられた。 
また，「中の教育」を志向する提案は，我が国
の場合「スポーツ教育」という概念のもとで 1970
年代以降，提案されてきた。その中には文化とし
てのスポーツの継承・発展を教科指導の課題とし
て位置づける主張がみられたが，そこには「関す
る教育」を強調する提案もみられた。次の中村の
指摘である。 
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「では体育とは一体何なのか。私の考えを一言
でいえば，それは運動文化の，あるいは運動文
化に関する科学を教えるものである，といいた
い。運動文化とは，人間の身体活動ではあるが，
衣食住の生産や社会的関係とは直接の関係を
持たない運動様式であり，さしあたりは遊戯，
表１ 第二次大戦後にみる小学校体育科の目標の記述の変遷(吉岡並びに文部科学省(2018)より作成） 
告示年 記述 
体育科編 
（試 案） 
1953年 
(昭和 28年) 
改訂版 
学習者の能力を高めるための体育科のねらいにはいろいろの方面がある。それを人間のはたらきからみるとき，身体
的・知的・情緒的・社会的側面に分けてみることもできよう。しかし現実の問題としては，知的，情緒的，社会的側
面は，その関連が密接であるので，はっきりと区別することが困難である。  
 このような事惰のためにこの指導要領では，体育科の目標を，次の三つに分けることにしたのである。すなわち，  
(1)身体の正常な発達を助け，活動力を高める 
(2) 身体活動を通して民主的生活態度を育てる。  
(3) 各種の身体活動をレクリエーションとして正しく活用することができるようにする。 
 第一の目標は，身体的発達に関係するものであるが，身体活動のねらいは，生物的成長（身体的成長と活動力の発
達を含む）が，かたよることなく，正常に進むための発達の剌戟を与えることである。そのために，学習指導は，発
達の段階や性・個人差などを考え，かつ衛生や安全に考慮を払いつつ行わなければならないのである。 
 第二の目標は，体育科の立場における人間関係を促進する機会を通じて，これを民主的生活態度に方向づけようと
する意図を示すものである。現代の社会にとって最も必要なものであり，しかも，体育科が貢献しなければならない
ものは，「社会的発達」特に「民主的生活態度」である。したがって，身体活動に関係する経険や行動を，端的にこ
れに方向づけることによって，体育科のもつ人間関係のねらいはいっそうはっきり示すことができるであろう。  
 第三の目標は，運動などをレクリエーションに利用する方面である。身体活動は，上述のごとく，正常な身体発達
のための剌戟を与えるであろうし，民主的な人間関係をつくるための活動内容ともなるであろうが，それとならんで
生活を楽しく，豊かにするのに，身体活動はなくてはならないものである。したがって，これは，児童の現在および
将来の生活に持ち込むことができる運動技術の体得と，余暇活動としてそれの活用というねらいを示すものである。  
1958 年 
(昭和 33 年) 
改訂 
"第１ 目  標  
１ 各種の運動を適切に行わせることによって，基礎的な運動能力を養い，心身の健全な発達を促し，活動力を高
める。  
２ 各種の運動に親しませ，運動のしかたや技能を身につけ，生活を豊かにする態度を育てる。   
３ 運動やゲームを通して，公正な態度を育て，進んで約束やきまりを守り，互に協力して自己の責任を果すなど
の社会生活に必要な態度を養う。  
４ 健康・安全に留意して運動を行う態度や能力を養い，さらに保健の初歩的知識を理解させ，健康な生活を営む
態度や能力を育てる。 
 上に掲げた目標は，相互に密接な関連をもつものである。目標２，３および４は，主として運動を中心とする具
体的な学習を通して達成されるものであるが，目標１は，これらの目標を目ざして継続的な学習を行うことによっ
て，はじめて達成しうるものであるから，目標２，３および４の指導の根底には，常に目標１が考慮されなければ
ならない。  なお，目標４については，各学年を通じて，各種の運動の実践にあたって必要な健康・安全に関す
る態度や能力の育成に努めるとともに，特に，第５学年以上において，健康な生活を営むために必要な保健に関す
る初歩的な知識を得させることを目ざしている。 " 
1968 年 
(昭和 43 年) 
"適切な運動の経験や心身の健康についての理解を通して，健康の増進と体力の向上を図るとともに，健康で安全
な生活を営む態度を育てる。  
 このため，  
１ 運動を適切に行なわせることによって，強健な身体を育成し，体力の向上を図る。   
２ 運動のしかたや技能を習得させ，運動に親しむ習慣を育て，生活を健全にし明るくする態度を養う。   
３ 運動やゲームを通して，情緒(じょうちょ)を安定させ，公正な態度を育成し，進んできまりを守り，互いに協
力して自己の責任を果たすなどの社会生活に必要な能力と態度を養う。  
４ 健康・安全に留意して運動を行なう能力と態度を養い，さらに，健康の保持増進についての初歩的知識を習得
させ，健康で安全な生活を営むために必要な能力と態度を養う。" 
1977 年 
(昭和 52 年) 
"第１ 目 標  
 適切な連動の経験を通して運動に親しませるとともに，身近な生活における健康・安全について理解させ，健康
の増進及び体力の向上を図り，楽しく明るい生活を営む態度を育てる。" 
1989 年 
(平成元年) 
 適切な運動の経験と身近な生活における健康・安全についての理解を通して、運動に親しませるとともに健康の
増進と体力の向上を図り、楽しく明るい生活を営む態度を育てる。 
1998 年 
(平成 10 年)  
心と体を一体としてとらえ，適切な運動の経験と健康・安全についての理解を通して，運動に親しむ資質や能力を
育てるとともに，健康の保持増進と体力の向上を図り，楽しく明るい生活を営む態度を育てる。  
2008 年 
(平成 20 年)  
 心と体を一体としてとらえ，適切な運動の経験と健康・安全についての理解を通して，生涯にわたって運動に親
しむ資質や能力の基礎を育てるとともに健康の保持増進と体力の向上を図り，楽しく明るい生活を営む態度を育
てる。 
2017 年 
(平成 29 年)  
 体育や保健の見方・考え方を働かせ，課題を見付け，その解決に向けた学習過  程を通して，心と体を一体とし
て捉え，生涯にわたって心身の健康を保持増進し 豊かなスポーツライフを実現するための資質・能力を次のとお
り育成することを 目指す。 (1) その特性に応じた各種の運動の行い方及び身近な生活における健康・安全  につ
いて理解するとともに，基本的な動きや技能を身に付けるようにする。 (2) 運動や健康についての自己の課題を
見付け，その解決に向けて思考し判断  するとともに，他者に伝える力を養う。 (3) 運動に親しむとともに健康の
保持増進と体力の向上を目指し，楽しく明る い生活を営む態度を養う。 
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武道，スポーツ，体操，舞踊などがそれである，
としておく。体育とは，このような運動文化の
包摂する自然科学的，社会科学的論理や法則性
の指導を中心的な課題とするものであって 運
動能力を向上させようとか，体力を高めようと
かすることとは，一応の区別をすべきものであ
る。端的にいえば，体育ではボールが回転する
となぜカーブするのかということを指導し，そ
のカーブを有効に活用するのがスポーツの場
である，ということである。もちろん体育で指
導すべきものはこのようなことだけではない。
今日，もっとも重視すべきものは運動文化の技
術に関する科学である，と私は考える。」（中
村，1976，p.63） 
 
 この指摘を踏まえれば体育の授業の目標は，ス
ポーツ科学の理解者を育てることになる。 
しかし，新学習指導要領が体育の見方・考え方
で示したように，生涯にわたりスポーツに親しむ
資質・能力が問題にされる際，そこでは，する，
見る，支える，知る等，スポーツとの多様な関わ
り方ができる資質，能力を身に付けた人物の育成
が目指されることになる。そして，このような発
想は，すでに日本体育学会によるスポーツ的自立
という概念に見いだすこともできる。そこで期待
された成果は次の通りであった。 
 
1)自らのスポーツ・ライフを創意・工夫し，実践
できる。 
2)スポーツ活動の場における意志決定に際し，主
体的な判断と責任ある言動がとれる。 
3)スポーツ活動をとおして，任意の集団を形成す
る能力，および任意の集団のなかにとけ込む能
力を持っている。 
4)新しいスポーツ文化の創造に意欲をもってい
る。 
5)スポーツについての基本的な能力を身につけ
ている（稲垣，1977，pp.17-18）。 
 
 また，高橋（1978）は，当時，「スポーツの中
の教育」を志向するスポーツ科教育の目標を，図
2のように示している。 
 
 
図 2 高橋（1978,p.28）の提案したスポーツ科
教育の目的・目標 
 
この提案は，学校教育の目標達成の手段として
スポーツを指導するという立場を離れ，スポーツ
を学習すること自体に意味があること前提として
いる点で，また，スポーツを行うために必要な資
質，能力を明示していた点で，まさに「中の教育」
に関わる典型的な提案であった。 
 
5. 運動することの意義 
 体育の授業を学校教育内に制度的に位置づける
には，運動することが人間の成長にとり有意義で
あるとの認識が制度的に共有される必要がある。
しかし，その可能性は自動的に保証されるわけで
はない。実際，幼児の運動指導をめぐっては，そ
れが社会性の発達や運動有能感の形成に肯定的な
影響を与えることが指摘される一方で，劣等感，
情緒不安定，運動嫌いを生み出してきたことが指
摘されてきた(日本学術会議，2008,p.9）。 
 この指摘は，改めて，運動することの意義に対
する適切な理解を求めることになる。この点に関
する分かり易い指摘が，次の 6点である。 
 
1)身体資源 
2)情緒的な資源（メンタルヘルス） 
3)個人的な資源（ライフスキルや社会的スキル
のような人格に関連する資源） 
4)社会的資源（人的ネットワーク） 
5)知的資源 
6)経済的資源（ヘルスケアに要する費用を抑制す
ること，生産性，職能等）（ICSSPE, 2012, p.10） 
 
 逆に言えば，このような認識は，体育の授業は，
これらの資源を身に付けた人物育成を目指すとい
う提案を生み出すことになる。 
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6. 国外の論議の動向 
スポーツをすることから期待できる成果から
体育の目標を提示しようとするこのような提案
は，1990 年代末以降の体育の危機をめぐる論議
から活性化していく。例えば，1999 年，第 1 回
体育世界サミットが開催されたがその背景には，
教科としての体育の授業時数削減に対する危機
意識が存在した。それは，世界的規模で共有され
るべき問題状況であり，教科としての地位保全に
向けた世界的な共通認識を提案できなければ，体
育の将来はあり得ないという危機意識であった。
その結果，これ以降，体育授業の質確保に向けた
提案が，カリキュラム上の時間確保並びに教師教
育，特に小学校で体育の授業を担当する教師に対
する教師教育プログラムの開発に関連した様々
な 提 案 が な さ れ る よ う に な っ て い く
（ICSSPE,1999）。この体育の質保証に向けた体
育，スポーツ担当大臣等会議に代表される，ユネ
スコの取り組みは，表 2の通りである。 
また，この一連の取り組みの中で 2000年以降，
国際的な関心を集めた概念が，身体的リテラシー
(Physical literacy)であろう。それは，ホワイトヘ
ッドにより提案された概念であり，次のように定
義されている。 
 
個々人の才能に対応して，physical literacy と
は，生涯にわたり身体活動を営むために必要な
動 機 ， 自 信 ， 身 体 的 な 能 力 (physical 
competence) ，知識並びに理解を指す。
(Whitehead,2010,pp.11-12) 
 
ここでは，身体的リテラシーが単に技能や体力
のみではなく，自身や動機のような心理的要因や
知識のような認知的要因を含む概念として提案さ
れている。 
他方で，この概念の影響力と同時に概念理解の
混乱を示す典型例が，アメリカにおける体育のナ
ショナルスタンダードで示されている目標表記の
変遷である。それは，表 3のように変化していっ
た。 
ここで重要な点は，この修正の過程では期待する
人物像の名称が身体的教養を備えた人物
(physical educated person)から身体的リテラシ
ーを備えた個人(physical literate individuals)に
変更されたことにもかかわらず，そこで期待され
ている成果には基本的には変わっていないことで
ある。アメリカの人々がこのような判断をした理
由は，教育改革への対応であった。コア教科と同
様，リテラシーという言葉を用いた方が教育をめ
ぐる意思決定に影響を与えやすいという判断であ
る(AAHPERD,2013,p.6)。同時に，Whiteheadの
指摘とは異なり，人と関わる能力が明示される等，
生涯にわたりスポーツを営むために必要な能力が，
そこでは明示されている。同じ名称を用いてはい
ても，期待する成果は自身の国の状況に応じて修
正されているといえる。 
他方で，身体的リテラシーをめぐるこれらの論
議は，スポーツの文化的価値を意識しつつ，スポ
表２ 体育の質保証に向けたユネスコの取り組み
（著者作成） 
年 出来事 
1952 ユネスコがスポーツ振興活動を開始 
1976 
第 1回体育・スポーツ担当大臣等会議(パリ）。体
育・スポーツ国際憲章起草 
1978 
ユネスコ総会において体育・スポーツ国際憲章が承
認される。体育・スポーツ間政府間委員会設立。 
1988 第 2回体育・スポーツ担当大臣等会議(モスクワ） 
1999 
第 1回世界体育サミット(ベルリン）・ベルリン・ア
ジェンダ採択。 
1999 
第 3回体育・スポーツ担当大臣等会議（プンタ・デ
ル・エステ）。ベルリン・アジェンダの承認。 
2000 国連 ミレニアム開発目標の採択 
2005 第 2回体育世界サミット（マグリンゲン） 
2005 体育・スポーツ国際年 
2005 
第 4回体育・スポーツ担当大臣等会議（アテネ）。
アンチ・ドーピングに関する国際協定締結に向けた
交渉プラットフォーム作成 
2006 良質の体育、スポーツに関するユネスコセミナー 
2013 
第 5回体育・スポーツ担当大臣等会議(ベルリン）。
ベルリン宣言採択 
2015 
ユネスコによる良質の体育実施に向けた政策指針提
案 
2015 
ユネスコによる体育・身体活動・スポーツに関する
国際憲章の採択 
2017 第 6回体育・スポーツ担当大臣等会議（カザン） 
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ーツの抱える問題点を批判的に検討し直す資質・
能力の育成を体育の目標として掲げているわけで
はない。しかし，ドーピングに代表されるスポー
ツが抱える問題やそれが社会に与える影響を踏ま
えれば，スポーツの価値の伝承，発展に関与でき
る資質，能力が，スポーツに関わる一般的教養と
して醸成されていくことが必要になろう。 
しかし，それは，現在の制度的制約内で果たし
て達成可能であろうか。また，それを実現して行
くにはどのような条件整備が必要になるのであろ
うか。このような観点から，体育の授業で育成す
べき人間像を検討していくことも求められよう。 
 
7. まとめ 
 以上の結果は，体育の授業で制度的に形成しよう
とする人間像は、学校教育と学校外で実施されるス
ポーツという二つのシステムの間で揺れ動くことを
示唆している。 
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